
特集　フードドライブ

つながる笑顔つながる笑顔

令和８年
7月号

夏
Vol.132

あわらのふだんのくらしのしあわせを届ける広報誌
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特集（P.2～3）

「レクリエーション用品特集」
子どもから高齢者まで、だれでも気軽に楽しめる
レク用品をご紹介します！

インスタグラムでは活動の様子や
お知らせ等を随時更新しています。
ぜひご覧ください！



お問い合わせ

貸出方法

　実際に手に取って見ていただけます。
ロビーに展示していますので、お気軽に
お立ち寄りください。

そのほかにも 様々な レク用品を取り揃えていますそのほかにも 様々な レク用品を取り揃えています

貸出日時：平日 9時 〜 17時（祝日、年末年始を除く）

貸出場所：あわら市社会福祉協議会
連絡先：（電話）0 7 7 6 - 7 3 - 2 2 5 3
　　　　（FAX） 0 7 7 6 - 7 3 - 4 5 4 2

　通院や外出など、一時的に必要な方に対し
無償で貸出を行っています。

モルック Switch 市内の小学生考案！

数字で勝負1〜9 サイコロ
　トランプ（大）

　木の棒を投げて、数
字の書かれたピンを倒
し、50点を目指します。

　ゲーム機本体とソフ
トの貸出ができます。

　数字を「せーの」で出
し合い、数の大きさで勝
負します。最終的に勝ち
が多いほうの勝利です。

　通常のものより大き
めサイズのため、数字
や絵柄が見やすいです。

レク用品の展示
も行っています

車椅子の貸出
も行っています

1.「備品等借用申請書兼借用書」を記入し、社協へ提出してください。
　　窓口もしくは本会ホームページから申請書をダウンロードのうえ、
　下記までお申し込みください（電話での仮予約も受け付けています）。
　貸出台数には限りがありますので、お早目にご連絡ください。

２. 借用当日、窓口にて用品の受け渡しを行います。
　　  貸出期間の目安は1週間以内です（要相談）。

３. 借用期間終了前にご返却ください。
　　  汚れや破損、部品の過不足がないかご確認ください。

子どもから高齢者まで、だれでも気軽に
楽しめるレク用品を紹介します。

レクリエーション
用品特集

レクリエーション
用品特集

ユニバーサル・ゲーム

おけだま

すべて無料で貸出を行っています！

お気軽にお問合せください。

すべて無料で貸出を行っています！

お気軽にお問合せください。

たいこ相撲

　赤と青のボールを使い、白い目標球にどれだけ近づ
けられるかを競います。パラリンピックでもおなじみ
のスポーツで、世代を問わず楽しめます！

　　対 象：子ども〜高齢者
　　人 数：２人〜（チーム戦も◎）
　　場 所：屋内

　決められた距離からおてだまを
投げ、木製の棚に乗せて得点を競
います。座っていても立っていて
も参加できる遊具です。

　対 象：子ども〜高齢者
　人 数：２人〜（チーム戦も◎）
　場 所：屋内

　土俵をバチでたたいて、相手の力士と押
し合い、先に倒れたほうが負けになります。
力加減とタイミングがポイントです。

　　　　　　　対 象：子ども〜高齢者
　　　　　　　人 数：２人

（トーナメント形式も◎）
　　　　　　　場 所：屋内

みんなで楽しめるレク用品3選！

ボッチャ

（レク用）
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食べないけど捨てるにはもったいない。そんな食品ご家庭にありませんか。

　家庭で余っている食品を持ち寄り、生活に困って
いる世帯や子ども食堂などに寄付する活動です。あ
わら市社協では、これまで多くの方から食品の寄付
をいただき、困っている方への支援を行ってきまし
た。食品を届けた方からは「ありがとうございま
す」「助かります」という声をいただいています。
　
　フードドライブは「もったいない」を「ありがと
う」に変える、誰でも気軽にできる支え合いの取り
組みです。ぜひご協力をお願いします。

ご要望の多い食べ物

・カップ麺　・レトルト食品
・缶詰　　　・インスタント食品

※賞味期限が１か月以上残っている
食品でお願いします。開封済みの
ものや、生鮮食品はご遠慮ください。

令 和 7 年 度
フ ー ド ド ラ イ ブ の ご 報 告た く さ ん の 方 に お 渡 し し て い ま す ！

　市内の生活にお困りの方や、ひとり親世帯の方などへ、幅広くお届けしま

した。お受け取りになった方々からは、たくさんの感謝の言葉が寄せられて

います。ご寄付いただいた皆さまのおかげです。心より感謝申し上げます。

この活動が地域に広がっていくよう、今後も取り組みを進めていきます。

食料のご寄付に
ご協力ください！

食料の寄付（フードドライブ）とは？

日時

場所

2026年

9月5日（土）９：30～11：30

※第23回あわら市社会福祉大会フードドライブコーナーにて
※社協事務所では、平日毎日受け付けています。
　皆さまのご寄付を心よりお待ちしております。

あわら市 中央公民館

食 品 提 供 数 合計　２,１２９ 点
コ メ 提 供 量 合計　２４０.５ ㎏
食料提供回数 延べ　　２７１ 回

　第22回のあわら市社
会福祉大会にて。多く
の方が食品を届けてく
ださいました。
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【主催】（福）あわら市社会福祉協議会
【後援予定】あわら市、あわら市教育委員会、（福）福井県社会福祉協議会、（株）福井新聞社

【記念講演】

認知症になった波平
～契約社会と成年後見制度～

講師 渡辺 哲雄 氏 日本福祉大学中央福祉専門学校
特別顧問

1950年岐阜県生まれ。大学卒業後、長年にわたり福祉現
場でソーシャルワーカーとして活躍。岐阜県ソーシャル
ワーカー協会会長などを歴任し、高齢者福祉や認知症ケ
ア、成年後見制度の普及に尽力する。「ものがたりでわか
る成年後見制度」や中日新聞連載をまとめた「老いの風
景」、「認知症ストーリー・ケア」をはじめ、著書多数。
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社協会費はあわら市の
ふくしのまちづくりのために活用されます。
ご協力をお願いいたします。

　あわら市社協の事業や住民主体による地域福祉活動の重要
性をご理解いただく機会として開催しています。

福 祉 懇 談 会

　弁護士に無料で相談できる無料法律相談を月に１回開
催しています。令和7年度は計12回延べ62件のご相談があ
りました。

無 料 法 律 相 談

　市内の福祉活動の取り組みや社協からのお知らせなど
を掲載した広報紙を年4回発行しています。

　小学校、中学校にて同じ地域に住む人と共に生きる力
を育む福祉教育授業の支援を行っています。令和7年度は
市内８校延べ４３回の授業支援を行いました。

福 祉 教 育 授 業 社 協 広 報 誌

法人本部 ０件、 金津雲雀ヶ丘寮 ０件
※ 苦情解決プロセスの利用申し出のあったもの

福祉サービスに関する苦情相談窓口の
お知らせ

　あわら市社会福祉協議会では、地域の皆さまや各福祉
サービスのご利用者さまからのご意見・苦情等の解決に
取り組んでいます。
　皆さまから寄せられた声を受け止めながら、今後も適
正なサービスを提供できるよう努めてまいりますので、お
気軽にご相談ください。また、事業所に直接話しにくい場
合などは福井県運営適正化委員会にご相談ください。

苦情受付窓口

令和７年度の苦情受付件数

・法人本部（総務企画課） ☎ 0776-73-2253
・金津雲雀ヶ丘寮（総務係） ☎ 0776-73-0144
・福井県運営適正化委員会
（福井県社会福祉協議会内） ☎ 0776-24-2347

　福祉推進員向けの研修会や、地区リーダー会議を開催し、
地域の見守り役である福祉推進員をサポートしています。
　令和８年度は、７月11日にご近所福祉クリエーターの酒井 
保氏を講師に迎え、研修会を行いました。

社協会費へのご協力お願いします
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福 祉 推 進 員

　判断能力に不安がある方を法的に守る成年後見制度の
相談機関・法人後見の受任機関として成年後見センター
を開設しています。現在、6件の法人後見を受任している
ほか、１件の後見監督業務を行っています。

成 年 後 見 セ ン タ ー
※イメージ図
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地域のつながりをつくるために

令和７年度

事
業
報
告

決
算

　あわら市社会福祉協議会は、いきいきテラスいちひめ内に事務局を置く法人本部（主に地域福
祉事業）と、あわら市から指定管理者として指定を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保
険事業）の２つの事業所で事業を行っています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより
知っていただくため、部門ごとに事業報告と決算を掲載いたします。

　地域紛争や食料不足のため物価の高騰、高齢化や人口減少による地域のつ
ながりの希薄化などの課題に対処するため、地域ごとの活動支援や生活の立
て直しに向けた個別の相談支援の強化に取り組みました。

法人本部事業所

ふくし  を支える３つの事業

1

　高齢化や人口減少が急速に進
んでおり、住民同士のネットワー
ク再構築が必要になっています。
本会は福祉懇談会や福祉推進
員交流会等を開催し、時代に
あった新しい地域のつながりづ
くりの必要性について啓発を進
めるため福祉委員会やサロン活
動への助成や未実施区への説明
会開催を通じ、住民への働きか
けを行いました。

地域住民活動への支援
多様な相談に対応するために

2

　地域紛争や食料不足による物
価の高騰に賃金の上昇が追いつ
かず、所得の少ない人にとっては
厳しい経済状況が続きました。
　感染症に係る特例貸付事業は
償還が始まっており、困窮状態
から抜け出せない人や新たな相
談に訪れた人に対し、外部も含
め各種相談事業や給付事業を活
用し関係機関と連携して支援を
行いました。

相談支援体制の強化
新サービスの開発に向けて

3

　市姫荘の利活用を推進するた
め、利用日を増やすとともに新た
な利用者を呼び込むためシニア
層向けのカフェや講座を開催し
たことで、新たな利用方法の提
案・利用者の獲得につながりま
した。
　生きづらさを抱えた人への支
援・居場所づくりに取り組み、本
人の意向に基づき設定した目標に
向けて作業や面談を重ねました。

市姫荘利活用の推進

（単位：千円）
① 会費収入 5,417
② 補助金収入 33,767
③ 受託金収入 65,833
④ 共同募金配分金収入 6,611

⑤ その他の収入 3,592
⑥ 拠点区分間繰入金収入 13,910
⑦ 前期繰越活動増減差額 116,763
合　計 245,893

① 人件費支出 101,486
② 事業費支出 6,737
③ 事務費支出  15,484

④ 助成金支出 4,465
⑤ その他の支出 4,119
⑥ 次期繰越活動増減差額 113,602
合　計 245,893

（単位：千円）

収入 支出収入 支出

①
41.3%⑥

46.2%

②2.7%

⑦
47.5%

④1.8%

③
6.3%

②
13.7%

③
26.8%

①2.2%

⑤1.7%④2.7%
⑤1.5%

⑥
5.6%

（単位：千円） （単位：千円）

　「質の高いサービスの提供と安定した経営」を全体目標に掲げた取り組みを
進めてから、２年が経過しました。この間、地域の皆さまにより良いサービス
をお届けできるよう、事業内容の見直しやサービスの充実を進めてきました。
　これからも地域の皆さまに安心してご利用いただける施設を目指します。　

金津雲雀ヶ丘寮部門

かいご  を支える３つの事業

1

　ご利用状況や地域のニーズを
踏まえ、サービス内容を見直しま
した。デイサービスと訪問介護
サービスを休止し、短期入所
（ショートステイ）は施設の空き
状況に応じてご利用いただく形
へ変更しています。今後もサービ
スの向上に努めてまいります。

サービス体制の
見直し

2

　利用者の皆さまやご家族のさま
ざまなご希望にお応えできるよう、
多床室（大部屋）とユニット（個
室）それぞれの特色を活かした
サービスの充実を進めてきまし
た。また、地域の皆さまに施設
の取り組みをより身近に感じて
いただけるよう、パンフレットの
配布やＳＮＳでの情報発信など、
広報活動にも力を入れています。

選ばれる施設を
目指して

3

　より良い介護サービスを提供
するため、職員の知識や技術の
向上を進めるとともに、関係機
関との連携・協働化を図りなが
ら、職員が働きやすく成長でき
る職場づくりに取り組んでいま
す。

介護人材の育成

① 介護保険収入 488,472
② 措置費収入 105,345

③ 受託金収入、寄付金収入など 19,661
④ 前期繰越活動増減差額 64,360
合　計 677,838

① 人件費支出 398,090
② 事業費支出 107,469
③ 事務費支出 98,154

④ その他の支出 1,396
⑤ 拠点区分間繰入金支出 13,910
⑥ 次期繰越活動増減差額 58,819
合　計 677,838

　より詳しい事業報告
と決算を知りたい方は
本会ホームページに掲
載しますので、そちら
をご覧ください。下の
二次元コードから読み
取れます。

収入 支出収入 支出
⑤2.1%

④0.2%
⑥

8.7%

①
58.7%②

15.8%

③
14.5%

①
72.1%

②
15.5%

③2.9%
④

9.5%
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月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

24日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館

10日㈪ 13：30〜15：30
24日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

16日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ　

19日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館

14日㈪ 13：30〜15：30
28日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

26日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

８月 ８月 ８月

９月

10月

９月

10月

９月

10月

ふ れ あ い カ フ ェふ れ あ い カ フ ェ
寄付・寄贈ありがとうございました

心よりお礼申し上げます。

令和８年４月21日～令和８年６月19日受付分

あわら市商工会女性部　様 食 品
匿名　様 米 23 ㎏
中村　茂喜（滋賀県）　様 食 品
福井鋲螺株式会社　様 食 品
匿名　様 米 3 ㎏
稲荷山長寿会　様 タオル

このほか匿名の個人の
方々から寄付金や食品の
ご寄付をいただきました。

●●●●

～楽しいひとときを一緒に過ごしませんか～

■お問い合わせ
　あわら市社会福祉協議会 TEL 73－2253

１　日　限　定

●水

参加費
100円

申込
不要

金津高校JRC部がカフェスタッフを担当します
お友達を誘ってぜひ遊びに来てください

日 時　8月5日　　 　　　　10:00～12:00
会 場　いきいきテラスいちひめ（市姫荘）

eスポーツゲーム体験
自宅でできるハンドマッサージ体験

お楽しみ企画

 OPEN 

インスタグラム フェイスブック X（旧ツイッター）

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結 婚 相 談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542 　前号のひだまり131号におきまし

て、赤い羽根共同募金のご芳名に
一部記載漏れがあったほか、印刷
のかすれがございました。
　心よりお詫び申し上げます。

お詫び

＼SNSで ＃あわらのふくし 発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253）
※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です

10ひだまり　vol.132


